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さ
ら
な
る
施
策
の
充
実
を
期
す

札
幌
水
道　
　
　
　

❹
～
❻
面

本号の特集

　

総
会
で
は
、
▽
２
０
２
３

年
度
事
業
報
告
案
▽
決
算
報

告
書
案
及
び
監
査
報
告
書
▽

役
員
の
選
任
案
―
の
３
題
の

議
案
に
つ
い
て
事
務
局
案
通

り
了
承
、
決
定
し
た
。
報
告

事
項
と
し
て
、
今
年
度
の
事

業
計
画
や
２
０
２
５
年
度
の
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と
し
て
、
良
質
な
水
道
原
水

の
確
保
の
た
め
に
水
道
事
業

体
が
整
備
・
管
理
を
行
っ
て

い
る
水
源
林
が
全
国
に
あ
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
。
雨
水
を

水
道
原
水
に
変
え
る
水
源
林

の
重
要
性
に
言
及
し
て
締
め

く
く
っ
た
。

　

次
回
更
新
は
６
月
26
日
。

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
で
は
お
い

し
い
水
を
作
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
水
道
の
は
じ

ま
り
か
ら
各
家
庭
の
蛇
口
へ

と
届
く
ま
で
の
過
程
を
解
説

す
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
１
の
テ
ー
マ

は
、
水
道
水
の
原
水
が
最
初

に
生
ま
れ
る
場
所
で
あ
る

「
水
源
林
」。

森
林
の
持
つ

▽
水
を
た
く

わ
え
る
▽
土

砂
崩
れ
を
防

ぐ
▽
水
を
き

れ
い
に
す
る

―
と
い
っ
た

役
割
に
つ
い

て

解

説

し

た
。さ
ら
に
、

水
道
と
水
源

林
の
関
係
性

　

自
由
民
主
党
水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟
、
下
水
道
事
業

促
進
議
員
連
盟
（
と
も
に
会

長
＝
田
村
憲
久
・
衆
議
院
議

員
）
は
５
月
29
日
、
両
議
連

が
合
同
で
と
り
ま
と
め
た

「
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

の
強
力
な
推
進
に
関
す
る
決

議
」を
財
務
省
の
寺
田
光
博
・

主
計
局
次
長
に
手
渡
し
、
上

下
水
道
関
係
予
算
を
増
額
確

保
す
る
こ
と
、
強
靱
化
予
算

を
継
続
的
・
安
定
的
に
確
保

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

申
し
入
れ
に
は
田
村
会
長
と

水
道
議
連
事
務
局
長
の
務
台

俊
介
・
衆
議
院
議
員
、
同
事

務
局
次
長
の
川
崎
秀
人
・
衆

議
院
議
員
、
同
幹
事
の
関
芳

弘
・
衆
議
院
議
員
、下
水
道
議

連
事
務
局
長
の
足
立
敏
之
・

参
議
院
議
員
が
出
席
し
た
。

　

足
立
事
務
局
長
が
決
議
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

田
村
会
長
は
老
朽
化
の
現
状

に
つ
い
て
紹
介
し
、「
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ど
う
す

る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ

て
い
る
」と
し
た
。
ま
た「
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
し
っ

か
り
と
上
水
、
下
水
一
体
と

な
っ
て
整
備
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
」
と
し
、
災
害

対
応
に
つ
い
て
は
昨
年
か
ら

協
力
し
て
は
じ
め
て
い
た
た

め
、
能
登
半
島
地
震
で
は
う

ま
く
機
能
し
た
と
述
べ
た
。

強
靱
化
計
画
の
ポ
ス
ト
５
か

年
に
つ
い
て
は
継
ぎ
目
な
く

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

し
た
。

　

務
台
事
務
局
長
は
「
簡
易

水
道
に
つ
い
て
は
能
登
で
も

活
躍
し
た
分
散
型
シ
ス
テ
ム

を
水
道
の
一
環
と
し
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
新
し

い
要
素
も
組
み
入
れ
な
が
ら

水
道
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
」
と
し
た
。
関
幹

事
は
「
日
本
の
水
道
は
世
界

で
冠
た
る
安
全
性
と
直
接
水

が
飲
め
る
と
い
う
本
当
に
す

ば
ら
し
い
イ
ン
フ
ラ
」
と

し
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
へ

の
予
算
措
置
を
要
望
し
た
。

　

川
崎
事
務
局
次
長
は
「
私

の
自
治
体
も
単
独
で
は
な
か

な
か
水
道
が
成
り
立
た
な
く

工
業
用
水
道
事
業
施
策
に
関

す
る
要
望
書
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
会
長

表
彰
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、

功
労
賞
12
人
、
勤
続
賞
33
人

に
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。
議
事

終
了
後
に
は
石
井
晴
夫
・
東

洋
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
特

別
講
演
（
演
題
：
工
業
用
水

道
事
業
経
営
の
現
状
と
今
後

の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
）
も
用
意
さ
れ
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
坂
田
会

長
は
、
能
登
半
島
地
震
の
発

生
や
不
安
定
な
国
際
情
勢
を

挙
げ
な
が
ら
工
業
用
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
不
確

実
性
を
増
し
て
き
て
い
る
と

吐
露
。
一
方
で
、
経
済
安
全

保
障
推
進
法
の
成
立
や
企
業

の
国
内
回
帰
の
動
き
な
ど
の

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
と
し
「
施
設
の
強
靱
化
や

　

日
本
工
業
用
水
協
会
（
会
長
＝
坂
田
一
亮
・
愛
知
県

企
業
庁
長
）
は
３
日
、
都
内
で
第
12
回
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。
正
会
員
の
事
業
者
・
利
用
者
、
関
連
産
業
会

員
に
来
賓
ら
も
含
め
約
１
０
０
人
が
出
席
。
産
業
構
造

の
変
化
に
伴
う
水
需
要
の
減
少
を
は
じ
め
、
老
朽
化
す

る
施
設
や
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
へ
の
対
応
に
原

材
料
費
や
資
機
材
価
格
の
高
騰
…
工
業
用
水
道
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
を
改
め
て
認
識
し
、
こ
れ
ら
課
題
の
解

決
に
向
け
協
会
が
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

〝
産
業
の
血
液
〟
と
喩
え
ら
れ
る
工
業
用
水
の
安
定
供

給
へ
の
取
り
組
み
が
続
い
て
い
く
。

総
会
で
工
水
が
抱
え
る
課
題
を
共
有

強
靱
化
や
広
域
化
を
重
点
的
に

工
水
協

約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
第
12
回
総
会
。
３
題
の

議
案
は
す
べ
て
了
承
さ
れ
た

な
っ
て
お
り
、
広
域
化
・
共

同
化
、
Ｄ
Ｘ
を
急
が
な
い
と

い
け
な
い
。
将
来
的
に
は
コ

ス
ト
効
率
化
の
話
に
な
る

が
、
こ
れ
は
人
数
が
い
る
う

ち
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

し
、
そ
の
た
め
の
予
算
措
置

を
訴
え
た
。

　

寺
田
次
長
は
「
上
下
一
体

の
メ
リ
ッ
ト
を
出
す
よ
う
に

ど
う
い
う
計
画
を
作
っ
て
い

く
か
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
が

い
る
の
か
と
思
う
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
か
な
り
差
し

迫
っ
た
問
題
で
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
せ
っ
か
く
一
つ

に
な
っ
た
の
で
危
機
意
識
を

持
っ
て
み
ん
な
で
対
応
し
て

い
く
し
か
な
い
」と
応
え
た
。

　

国
土
交
通
省
の
２
０
２
３

年
度
下
水
道
技
術
海
外
実
証

事
業
（
Ｗ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ
Ｏ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

に
採
択
さ
れ
た
「
ユ
ニ
ッ
ト

型
チ
ェ
ン
式
除
塵
機
に
係
る

実
証
事
業
」（
実
施
者
：
前

澤
工
業
）
で
、
タ
イ
の
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
市

に
同
設
備
が

設

置

さ

れ

た
。
同
設
備

の
タ
イ
国
内

で
の
普
及
展

開
に
向
け
、

５
月
15
日
、

現
地
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が

開

催

さ

れ

た
。
タ
イ
側

か

ら

内

務

省
、
チ
ョ
ン

ブ
リ
ー
県
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン

市
、
タ
イ
王
国
下
水
道
公

社
、
ア
ジ
ア
工
科
大
学
、
タ

マ
サ
ー
ト
大
学
が
、
日
本
側

か
ら
は
国
交
省
、
在
タ
イ
日

本
大
使
館
、
前
澤
工
業
の
関

係
者
が
出
席
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
運
転
が
行
わ
れ
た
。

　

Ｗ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
海

外
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
日
本

の
技
術
の
実
証
試
験
を
通
じ

て
技
術
の
適
応
性
・
有
効
性

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現

地
関
係
者
の
技
術
の
理
解
醸

成
を
図
り
、
日
本
の
下
水
道

技
術
の
普
及
を
目
指
す
も

の
。
今
回
の
実
証
事
業
で

は
、
合
流
式
下
水
道
で
の
実

績
が
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
チ
ェ

ン
式
除
塵
機
（
耐
食
性
ユ

ニ
ッ
ト
型
連
続
式
自
動
除
塵

機
）
に
つ
い
て
、
既
設
の
除

塵
機
が
故
障
し
た
状
況
と
同

一
条
件
で
運
転
を
行
い
、
無

故
障
で
運
転
で
き
る
こ
と
、

特
徴
で
あ
る
異
物
回
避
機
構

の
有
効
性
を
確
認
す
る
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
伴
う
会
議

で
は
、
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
市
か

ら
下
水
処
理
場
の
概
要
説

明
、
前
澤
工
業
よ
り
実
証
技

術
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
国
交
省
は
実
証
技
術
を

通
じ
た
タ
イ
国
内
の
水
環
境

改
善
に
向
け
た
展
望
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
タ
イ
内
務
省

と
チ
ョ
ン
ブ
リ
ー
県
か
ら
は

「
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
も

下
水
道
整
備
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
国
内
他
都
市
に
お
い

て
も
本
技
術
の
普
及
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
発

言
が
あ
っ
た
。

経
営
改
善
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

等
に
よ
る
広
域
化
の
促
進
等

に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
点

的
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
経
済
産
業

省
の
湯
村
宏
祐
・
工
業
用
水

道
計
画
官
が
新
た
な
交
付
金

の
創
設
に
よ
り
８
年
ぶ
り
に

新
規
建
設
の
支
援
を
実
施
し

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
「
持
続
可
能
な
事
業
の
実

現
に
向
け
長
期
的
な
目
線
で

老
朽
化
対
策
、
強
靱
化
対
策

を
着
実
に
進
め
て
頂
け
る
よ

う
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討

を
進
め
て
い
る
」と
述
べ
た
。

総
務
省
の
内
村
義
和
・
公
営

企
業
経
営
室
長
、
国
土
交
通

省
の
小
山
陽
一
郎
・
水
資
源

政
策
課
長
も
登
壇
し
た
。

　

総
会
翌
日
の
４
日
、
経
産

省
に
対
し
要
望
活
動
を
実

施
。
坂
田
会
長
ら
要
望
班
が

吉
田
健
一
郎
・
地
域
経
済
産

業
政
策
統
括
調
整
官
、
湯
村

計
画
官
ら
と
面
会
し
要
望
書

を
提
出
し
た
。
概
算
要
求
へ

の
反
映
を
見
す
え
、「
工
業

用
水
道
施
設
の
強
靭
化
の
促

進
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
・
改
定
の

促
進
」「
工
業
用
水
道
事
業

者
の
経
営
改
善
」「
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
、
広
域
化
等
、
民

間
活
用
の
一
体
的
促
進
」「
経

済
安
全
保
障
の
推
進
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り

組
み
、
地
域
環
境
課
題
の
解

決
」
に
向
け
、
支
援
や
制
度

の
拡
充
を
求
め
た
。

　

日
本
水
道
協
会
が
昨
年
か

ら
公
式
Ｘ
で
毎
月
連
載
し
て

い
る
「
水
道
４
コ
マ
劇
場
」

の
第
２
シ
ー
ズ
ン
が
、
５
月

29
日
の
更
新
分
か
ら
始
ま
っ

水源林を解説したエピソード１

財務省で寺田次長（左から３人目）に決議書を渡す田村会長
（同４人目）

強
靱
化
予
算
を
継
続
的
・
安
定
的
に

財
務
省
へ
申
し
入
れ

水

道

議

連

下
水
道
議
連

関係者によるテープカット

タ
イ
国
内
の
普
及
展
開
へ
向
け

前
澤
工
業
が
除
塵
機
の
実
証

国
交
省

Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｗ
Ｏ
Ｗ  

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　下水道広報プラットホーム（ＧＫ

Ｐ）は４日、「マンホールサミット」

の2025年度（第13回）、2026年度（第

14回）の開催自治体の公募を開始し

た。

　マンホールサミットは、マンホー

ルふた等の魅力を発信したり下水道

の機能・役割への理解を促進するた

め、2014年度の第１回からこれまで

11回開催してきた。2023年度（第11

回）の岡崎市での開催では全国から

１万人以上の来場があり、今年度は

富山市での開催を予定している。

　今回の公募の申請期間は６月28日

まで。応募申請書類など詳細は、Ｇ

ＫＰウェブサイトの「マンホールサ

ミット」のページで。問い合わせ

はＧＫＰ企画運営委員会マンホー

ルサミットチーム（メール：gkp.

mh.smt@gmail.com　担当：畑楠氏・

竹中氏）に。

坂田会長㊧と吉田統括調整官

日水協

第２シーズン開幕
「水道４コマ劇場」

ＧＫＰ

2025・2026年度の
開催自治体を公募

マンホールサミット

産
業
活
動
を
支
え
る

血
液
を
絶
や
さ
ず
に

２０２４年（令和６年）６月６日付

水 道 産 業 新 聞


